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実施科目：土曜理数系プログラム「環境」  （45分×2コマ） 
1期生の授業風景（左：ラウンジ 右：講義室） 

継続的な環境教育カリキュラムの開発及び実践 

～LCA･LCTを用いた教育手法開発の過程～ 
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1) LCT・LCAを用いた環境教育促進団体, 2) 未踏科学技術協会, 3)東京都市大学 

*elsa.lca2010@gmail.com 

実施科目：土曜理数プログラム「環境」 （４５分×２コマ）  

「環境問題全般」の現状を理解する。 

 導入、地球温暖化、気候変動、生物多様性、食料問題、ごみ問題、貧困問題、
幸福感、など各項目について講義、グループワークと発表を行う。 

実施学年：中学１～２年生（１期生：１１９名/２期生：１５２名）  

実施学年：中学３年生 

 「LCA*」を通じて製品・サービスにおけるライフサイクル全体の環境負荷低減
を考慮する「LCT*」の考え方を養い、意思決定の材料とする。 

*LCA: Life Cycle Assessment 

*LCT： Life Cycle Thinking 

ライフサイクル全体を考慮した意思決定をする。 

 LCAは主に産業界において多く利用され、発展してきた。近年では環境負荷を定量的に可視化が可能なため、産業界だけでなく、教育分野でも環境教育のツールとして注目し始めている。LCA学会
（以下：本学会）でも環境教育に関する研究の報告が増加傾向にある。こうした背景から今後、LCAを理解する事前準備としての環境問題の基礎知識を含めた継続的な環境教育カリキュラム開発が必
要となると考えている。本研究では、過去に本学会で発表されたLCAを導入した環境教育プログラムを鑑みながら、より効果的かつ継続的な環境教育カリキュラムの開発を行い、実施結果の効果を見
出すことを目標する。研究を進めるにあたり、東京都市大学等々力中学校の協力を得て本プログラムを実施することができた。 

 今回の授業により少なからず生徒たちに環境問題について考える機会となったと言えると考えている。この調査から「気
づき」「身近さ」という生徒が反応する２つのキーワードが示された。よって、本授業を実施することにより生徒たちに環境問
題を考える「きっかけ」を与えることができたと言え、今後は「きっかけ」を「行動」に結びつけることが本プログラムに求めら
れることになる。同時に生徒たちには他の環境問題についても理解を深め、複数の問題からアプローチして正誤を考えて
いくことが求められる。そのために本プログラムで重要だと考えているのがライフサイクル視点である。自分以外への影響
についても考慮できる「共存力」、複数の環境問題を総合的に考慮できる「総合判断力」の向上をサポートする手法としてラ
イフサイクル視点を養う授業展開することが必要だと考えている。 

 導入の授業において本プログラムが環境問題を考える「きっかけ」となることが示された。その後、1期生
においては2年間を通して環境問題の基礎を学びライフサイクルを考える基盤を整えた。2012年4月から
は1期生を対象にLCA・LCTを取り入れた授業を実施する。授業の形式は主に講義およびグループワー

クにて指定した製品のライフサイクル及びその製品が関わる環境問題についてワークシートを用いて学
習させる。各製品が関わる環境問題については、環境問題を羅列するだけではなく、各項目のLCAの評

価結果も提示し、定量的にどれほどの影響があるのかも伝える。また、場合によっては対象製品、機能単
位、原単位を提示し、生徒達自身に計算させ、その結果に対する考察も実践することも検討している。最
終的には時事及びLCAの評価結果を鑑みて、各製品の環境負荷を減らすための施策をグループごとに
議論させる授業の展開を予定している。 

 一方で、本研究は、本プログラムを通じて環境教育を行い、LCA・LCTを中学生のうちから学ぶことで、
授業後生徒の行動がどのように変化するのか調査することを検討している。 

 １期生および２期生を対象とした導入授業（第1回）後の提出レポートから「傾向」「動機」「意識」の３項目について
調査を実施した。 

 レポートは導入授業で触れた６つの環境問題「地球温暖化」「生物多様性」「気候変動」「ごみ問題」「食料問題」
「貧困問題」またはその他で最も興味を持った問題を選び、概要と選択理由をレポートにまとめさせたところ、「傾向
として、１期生は環境問題と意識していない問題が環境問題につながっているということに興味をもち、２期生は自
分の問題に比較的近い問題に興味をもったことが示された。また、生徒たちが日常知る機会の少ない問題を知る
きっかけとなり、現実に起こっている問題について理解を深めることができたと言える。さらに問題解決に向けて自
分たちに何ができるのか考えるきっかけの場となった。 
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